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山 県 学告

1.は じ め に

【1】言語 意 識 ・言語 行 動 に関 す る研 究 は、 そ れ ぞ れ着 実 な 進 展 を 続 け て き て いる。 しか し、

本稿 で問 題 とす る規 範 意 識 にっ い ては、 そ れが 言 語意 識 の 上 に成 立 し、 それ に導 か れ て言

語 行 動が 現 れ る とい う、 中 間 的存 在 で あ るの に、 一部 の 言 語生 活 研 究 を除 く と、 従 来 あ ま

り顧 み られ なか っ た。

しか し、 言語 意 識 の 研 究 を更 に発展 させ、 言 語 行 動 の 研究 を表 面 的 な もの に終 わ らせ な

い た め、 こ れ らの 研 究成 果 を踏 まえ っ っ、 規 範 意 識 に関 す る研 究 を進 め て ゆ か ねば な らな

い よ うに思 う.

[2】本 稿 は、 規 範意 識 研 究の ケ ー ス ス タデ ィ と して、 特 に、 方 言 行 動 にか か わ る規 範 意 識 を

問 題 とす る 一連 の 調査 ・研 究の 一 部 に 当 た る。

前 稿(山 県1988b)で は、 方 言 使用 に対 す る 規 範意 識の 実 態 にっ い て報 告 を行 っ た .*1)

本 稿 は、 そ こで 紙面 の関 係 の ため 言及 で きな か っ た、 規 範 意 識 の 現 わ れ方 と 回答 者 の 持っ

諸 属 性 との 関連 性 にっ い て報 告 す る もの で あ る。

具 体的 に は、 方 言 行 動 にか か わ る基 本 的 な規 範 意識 が、 使 用 者 ・方 言現 象 ・場 面等 の違

いに 即 して 現れ る と き、 評 価者 の持 っ 様 々 な属 性 が その 現 わ れ 方 に ど の よ うな 影 響 を及 ぼ

して い るの か に っ い て検 討 を行 う.ま た、 そ の過 程で、 前 稿 に お い て不 十 分 で あ っ た 点を

補 っ てゆ く。

【31一 連 の調 査 で 扱 っ た方 言現 象 及 び 各 現象 の 使用 に対 す る 規範 意 識 の 実 態 は、 次 の(A)～

(C)の 如 くで あ る。

(A)「 来 レル 」 「見 レル 」 「寝 レル 」な ど、 力変 ・上 一段 ・下 一 段 の 動 詞 に存 す る 「レル」

型 の可 能 表 現。 ～使 用 者 ・場 面等 の違 い にか かわ りな く常 に使 うべ きで は な い と され

る 傾向 が 強 い。 この 点 で、 その使 用 に対 す6規 範 意 識 は3現 象 の 中 で最 も厳 しい。

(B)「 来(キ)ナ イ 」 「来(キ)ヨ ー 」な ど、 力変 の 上 一 段化 現 象。 ～ 「レル 」型 の 可 能 表 現 に

比べζ 幾 らか 使用 者 ・場 面 等 の違 い に応 じて、 そ の使 用 を 許 容 す る余地 が 存 す。 この

点で、 その 使 用 に対 す る規 範 意 識 は、 「レル 」型 の 可 能 表 現 の そ れ よ り緩 く、 「ベ ー 」

表 現 の そ れ よ り厳 し い。

(c)「 行 クベ ーJ「 行 クダ ンベー 」な ど、 推 量 ・意 志 ・勧 誘 法 の 「ベ ー 」表 現。 ～ 使用 者

・場 面 等 の違 い に応 じ て
、 そ の使 用 を厳 し く制限 す る と と もに、 許 容 もす るな ど、 柔

軟 性が 高 い。 この 点 で、 そ の使 用 に対 す る 規範 意 識 は3現 象 の 中 で最 も緩 い。

※ これ ら3現 象 は、 以 下す べ て(A)レ ル 型 ・(B)力 変 ・(C)ベ ー と略 記 す る。

尚・ そ の 詳細 はす べ て 前 稿 に譲 るが、 上 記の 如 き規 範 意 識 の現 われ 方 の 違 い は、 基 本 的

に・(A)レ ル 型 が"日 本 語 と して許 され な いr文 法 上 の 誤 り 」" 、(B)力 変 が"「 文 法 上 の

誤 り 」を 持 っ 「方 言 」"、(C)ベ ー が"使 い 分 けが 問 題 と な る 「方 言 」"な ど と、 それ ぞ れ

捉 え られ て い る ため と考 え た。
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2.調 査 の 概要

【1】本 稿 で扱 う調査 は、 前 稿(山 県1988b)で 扱 っ た もの と同 一で、 群 馬 大 学教 育 学 部 学生

の べ450名(県 内出 身 者)を 回 答者 と する ア ンケ ー トに基 づ く。

こ、の ため、 調 査 の詳 細 ・調査 票な ど につ い て は、 す べ て 前 稿 を参 照 の こ と。

【2]本 稿 で 規 絶意 識 の 現 わ れ方 との 関 連 性 を 検 討 す る属性 は、 全7ア イテ ム で、 基 本 的 属性

と言語 的 属 性 とに分 か れ る。

諸 属 性 との関 連 性 とは 言 いな が ら、 扱 う属性 が この よ うに少 な いの は、 調 査 のね ら いが

主 と して 規 範意 識 の実 態 を 明 らか に し、 規 範意 識 の研 究 法 を探 る こ と に あっ た ため で ある。

今 後 は、 本 稿 の 結 果 を 踏 まえ、 井 上 史 雄 氏 な ど の御 研 究 を参 考 に し て(井 上1985、 井 上

・荻 野1985な ど)
、 属 性 だ け を問 題 とす る 調査 を も行 い た い。

【21】基 本 的 属性 と して、 「性(問1)」 「学年(問2)」 「出身 地(問3)」 と い う3ア

イ テ ムを 設 けた。

こ れ ら以 外 に、 年 齢 ・両 親の 出身 地 ・出 身高 校 な どか ら性 格 ・学 力 な ど まで、 様 々考 え

られ る。 しか し、 上 記 の如 き理 由 に よ り、 必 要 最 低 限 の もの とな った。

【22i言 語 的 属性 とは、 問 題 とす る方 言 現 象 と回答 者 との か か わ り方 に関 す る もの で、4ア

イ テ ム設 け た。

使 用 に関 す る もの と して、 「現 在 の 使用 状 況(問4)」 「使 用 状 況 の 変化(問5)」 、

他 者 か らの 影響 に関 す る もの と して、 「教 師か らの指 導 の経 験(問6)」 、 回答 者 の 言語

意識 の1っ とし て、 「印 象(問7)」 を 取 り上 げ た.*2)

こ の 場 合、 言 語意 識 を除 けば、 他 に考 え られ る もの は、 あ ま り多 くな いが、 問6以 外 に、

社会 的 評 価 に 関 す る設 問 を 設 け るべ きで あ っ た。

尚、 言 語 的属 性 は相互 に関連 し、 また 基本 的 属 性 と も関連 し て い る こ とに は、 注 意 が必

要 で あ る。

〔31各 現 象 の 使用 に対 す る規 範 意 識 の 現 わ れ 方 は、 使 用者 が 回答 者 と同 性 ・同 年 齢 の 人 物(

大 学 生)の 場合(問8)、 使 用 者 が 回 答 者 と同 性 の小 学 校5年 生 の 場 合(問9)で 、 各7

場 面 を設 け、 それ ぞ れ 使 用 の可 否 を 問 う形 で検 討 した。

この 場 合、 対 象 と し』た 使 用 に対 す る評価 の 回答 は、 問8で 選 択 肢3の 「絶 対 に使 うべ きで

は な い 」、 問9で 選 択 肢1～3の 「そ の 子供 だ け に注 意 す る 」 「クラ ス 全 員 に注 意 す る 」 「

その 子 供 に もク ラ ス全員 に も注 意 す る 」の 合計 で ある。

これ らの 回答 を扱 うこ と には、 い ろん な 問題 が 存 す(山 県1988b33童 【2】【3】項 参 照)。

しか し、 一 貫性 を保 っ ため、 本 稿 で も、 こ れ らを、 規 範意 識 が 使 用 者 ・方 言現 象 ・場 面等

に即 して 現 れ た 「厳 しい 不 使用 の評 価 の結 果(回 答)」 と見倣 し、 そ の 回答 数 ・回 答 率 を

問題 に して ゆ く。

そ の他、 前稿 で は、 各 現 象 に対 す る小学 校 で の指 導 につ い ての 自由 記 述形 式 の 回 答(間

10)で も、 規範 意 識 の 実 態 を検 討 し た。 しか し、 自由 記 述 で あ る ため、 実 際の 回答者 が全

体の5・6割 で、 記 述 内容 の5分 類 に も問 題 が な い訳 で は な いの で、 本 稿 で は扱 わ な い。
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3.調 査 結 果 と考 察

C11ど の よ うな 属性 が 規 範 意 識 の現 われ 方 に どの よ うな 影 響 を及 ぼ して い るの か、 また、 そ

れ は 方言 現 象 の 間で どの よ うな差 異 を 見 せ る の か。 一 一 一

こ の よ うな 問 題 の解 明 に は、 多変 量 解 析 が有 効 で あ るが、 別 表一I・IIの 如 く、 対 象 とす

る回 答 は、 場面 に よ って 現 われ 方が 大 き く異 な る。 この ため、 こ の 回答 が 極 端 に多 か っ た

り、 少な か った りす る場 面 で は、 少 数 の例 外 に よ って有 意 な 差 異が 現 れ に く くな る な ど、

問 題 が多 い。

そ こで、 一 部 の場 面 にっ いて は、 多 変 量 解 析 を 用 い て分 析 を 行 うが(本 章 【41項)、 基 本

的 には、 厳 しい 不 使用 の 評 価 と各 属性 との クロ ス集計 の結 果 に基 づ い て検 討 を行 う(本 章

【2】[3】[5】項)。

[2】有 意 差 検 定(母 集 団比 率 の 検 定)の 結 果 に基 づ き、 規 範 意 識 の現 わ れ方 と諸 属 性 との全

体 的 な関 連 性 につ い て述 べ る。

尚、 こ の検 定 は、 全 体 の 回答 率(=母 集 団 の 比 率;別 表 一1・II、 「合 計J欄 の 値)に 対

して各 セ ル の回 答 率 が極 端 に高 いor低 い場 合 に有 意差 が 現 れ る。

っ ま り、 あ る場 面 で厳 しい不 使 用 の 評価 とあ る属性 とに関 連 性 が 存 す る場 合、 特 定 の カ

テ ゴ リー に 回答 の 偏 りが 生 ず るが、 こ の偏 りが あ る程 度 大 きくな っ た と き(即 ち、 全 体 の

回答 率 とそ の カテ ゴ リー の 回答 率 との 差が あ る程 度 大 き くな っ た と き)、 そ こ に有 意 差が

現 れ る。 従 っ て、 関 連性 が強 い属 性 ほ ど、 有 意 差 が 多 く見 られ る こ と にな る。

但 し、 カ テ ゴ リー の 全 回 答者 数 が 極 め て少 な い場 合、1・2例 の 違 いで 有 意差 の 現わ れ 方

が 異 な る た め、 注 意 が必 要 であ る。

【21】現 象 ご とに有 意 差 の 現 われ 方 をみ る こ とで、 規 範 意 識 の現 われ 方 と諸属 性 との 関 連 性

が 現 象 によ って どの よ うに 異な るの か な ど、 そ の違 い の 全体 相 が 明 らか で きる。

現 象 ご と に有 意 差 の 見 られ る セル 数 を示 す と、 次 の 如 くで あ る(別 表 一1・II参 照)。

(A)レ ル 型 問8=22(231)・ 問9=11(231)・ 計=33(462)

(B)力 変 問8=4(224)・ 問9=1(224)・ 計=5(448)

(C)べ ■一.問8=20(217)・ 問9=4(217)・ 計=24(434)

※()内 は、 検 定 の 対 象 と した全 セ ル 数 を 示 す。

(A)レ ル 型 に 有意 差 が 最 も多 く、 これ に、(C)ベ ー ・(B)力 変 が こ の順 で続 く。(B)力 変 に は、

特 に有 意 差 が 少 な く、 全 体 で、(A)レ ル 型 の 約7分 の1、(C)ベ ー の約5分 の1に 過 ぎ な い。

そ の他、 問8の 方が 問9よ り有意 差 が 多 いが、 これ は対 象 と した 回答 の 違 い に基 づ くの

か も しれ な い(2章 【3】項 参 照)。

[221属 性 ご とに 有 意差 の現 われ 方 を み る こ とで、 各属 性が どの よ うに 規範 意 識 の 現 わ れ方

に影 響 を及 ぼ し てい る の か、 その 違 い の全 体 相 が 明 らか にで き る。

現 象 ご とに有 意 差 の 多 い 属性 か ら並 べ る と、 次 の如 くで あ る(別 表 一I・II参 照)。

(A)レ ル 型(全33)

問4「 現 在 の 使 用 状 況 」一一13(56)

間5「 使 用 状 況 の 変 化 」一一12(70)

*問7「 印 象 」4(168)

問2「 学 年 」2(42)
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問3「 出 身 地 」1(56)

問6「 指 導 の 経 験 」 一一一一i--1(42)

(B)力 変(全5)

問4「 現 在 の 使 用 状 況 」 一一3(56)

問5「 使 用 状 況 の 変 化 」 一一1(56)

*問7「 印 象 」1(168)

(C)べ 一(全24)

問1「 性 」6(28)

問4「 現 在 の 使 用 状 況 」 一一5(56)

*問7「 印 象 」5(154)

問5「 使 用 状 況 の 変 化 」 一一4(56)

問3「 出 身 地 」2(56)

問2「 学 年 」1(42)

問6「 指 導 の 経 験 」 一・一一・・b-一一一・・-1(42)

※( )内 は、 検 定 を行 っ た各属 性の 全 セ ル 数 を示 す。

全 体 的 に、 言 語 的属 性、 特 に、 「現 在 の使 用 状 況 」な ど、 使 用 にか か わ る属 性 に有 意差

が 多 く見 られ る。 一 方、 「印象 」は、 けた違 い にセ ル 数 が 多 い の に、 有 意差 は殆 ど見 られ .

な い.紹)

基 本 的 属 性 には、 有 意 差 が少 な いが、(C)ベ ー にの み 「性 」に有 意 差 が 見 られ、 かっ、

(C)ベ ー で は最 も多 い な ど、 特 徴 的 で あ る。

〔3]有 意 差 の現 われ 方 に基 づ い て、 全 体的 な 傾向 をみ たが、 これ だ けで は あ る属 性 が規 範意

識 の 現 わ れ方 に対 して本 当 に影 響 を及 ぼ してい るの か、 決 定 で きな い 所が あ る。

有 意 差 検定 自体 の 問題 も あ るが、 特 に、 学 年 や 使 用 頻度 ・イ メー ジ な ど、 連 続 的 な カ テ

ゴ リー を 持 っ属 性 で は、 カ テゴ リー の 内容 と そ の 回答率 と の対 応 をみ るな ど、 その 回 答状

況 を検討 しな けれ ば、 影 響 関係 の 有無 は決 定 で きな い。

[31】 「性 」では、 有意 差 の 多 さが 示 す よ う に、(C)ベ ー にお いて 男 女 差が 最 も大 き く、 ま た

徹 底 して い る。

即 ち、 問8・ 間9ず べ て の場 面 で女 性の 方 が 男 性 よ り回答 率 が 高 く(内 、10%以 上 の差

は、4場 面)、(C)ベ ー の使 用 に対 す る女 性 の 規 範意 識 の 厳 し さが窺 え る(山 県1988b33

章t431][531〕 項 参 照).*4)

そ の 他、(A)レ ル 型 で も、 男 女 差 は 大 き く、10場 面 で女 性 の方 の 回 答 率が 高 くな って い る

(内 、10%以 上 の 差 は、2場 面)。 しか し、(B)力 変 で は、 男性 の方 が 高 い場 面 が、8場 面

(内 、10%以 上 の 差 は、1場 面)、 女 性 の方 が 高 い場 面が、 残 り6場 面(内 、10%以 上 の

差 は、2場 面)と な り、 ど ち らかが 一貫 して高 い とい う状 態 で は な い。

【32】連続 的 な属 性 で あ る 「学 年 」で は、 《学 年 の 進 行 に っれ て、 該 当の 回答 率 が 低 くor高

くな って ゆ く》 とい う傾 向が 理 想 的 で あ る。

微 妙 な 差 も含 む が、 学 年が 進 むに っ れ て 回答 率 が 高 くな っ て ゆ く例 は、(A)レ ル 型 で4場

面(問8;*⑥ ・*⑦、 問9;① ・⑤)、(B)力 変 で3場 面(問8;③ ・*⑥■'*⑦)、(C)ベ ー で

6場 面(問8;*① ・③ ・*⑦、 問9;① ・rs⑤・*⑥)、 逆 に、 低 くな って ゆ く例 は、(B)力 変 の

みβ 場 面(問9;*④ ・*⑤・⑦)と な る.*5)
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(B)力 変 に は、 問8に く漸 増 〉、 問9に く漸 減 〉 と、 逆 の 傾 向 が 共 存 す るな ど、 問題 が 多

い。 しか し、(A)レ ル 型 ・(C)べ 一 には く漸 増 〉 だ けで、 一 応、 学 年 が 進 む に つれ て 各 現 象 の

使 用 に対 す る規 範 意 識が 厳 し くな る と言 え る。

勿 論、 上 記の 如 く、 〈 漸 増 〉傾 向 の 場 面 は多 くな い。 む し ろ、 どの 現 象 で も、 「4年 生 」

で はな く、 中間 のr3年 生 」に 回答 率 の ピー ク の あ る場面 が 多 く、 各 々7・8場 面 も存 す。

[33】 「出身 地 」で は、 ど の 現象 で も 「北 部 」 に 回答 率 の低 い場 面 が 多 い。

一 方、 回答 率 の 高 い場 面 が 目 に付 く地域 は、 一 定 しな い。 例 えば、(A)レ ル 型 で は、 「東

部 」で あ るが、 同 時 に 回 答 率 の低 い 場 面 も少 な くな い。(B)力 変 で も、 「東 部 」で あ るが、

「西 部 」 「中央 」 に も少 な くはな く、(c)ベ ー で は、 「中央 」が や や 目立 っ。 等 々。

【34】「現 在 の使 用 状 況 」に は、 既 述 の 如 く、 ど の現 象 で も有 意 差 が 多 く認 め られ た。

更 に、 こ の属 性 と規 範 意 識 の現 われ 方 とに強 い 関連 性 が存 す る と言 え るの は、 使 用 頻 度

(「 良 く使 う」 「時 々 使 う 」 「た ま に使 う 」 「使 わな い 」)と 該 当の 回答 率 とに相 関 が 認

め られ る、即 ち、 《使用 頻 度が 高 くな るに っれ て、 該 当の 回答 率 が 低 くor高 くな って ゆ く》

とい う傾 向 が 見 られ る場 合 で あ る。

先 ず、 微 妙 な差 も含 む が、 「使 わな い 」か ら 「良 く使 う 」へ と進 む にっ れ て、 回答 率 が

徐 々 に低 くな っ て ゆ く例 は、(A)レ ル 型 で6場 面(問8;*⑥ ・*⑦、 問9;*② ・*③ ・*④ ・*⑤)

、(B)力 変 で4場 面(問8;① ・② ・*⑥、 問9;*①)、(C)ベ ー で2場 面(問8;*① ・*②)

に 過 ぎな い。

(A)レ ル 型 に この 傾 向が 多 いが、 更 に、 回答 率 の最 高値 と最 低 値 との 差が 最 低 で 約25%と 、

開 きの大 きい もの ば か り で あ る こ とも、 注 目 に値 す る。

尚、 回答 率 が 徐 々 に高 くな って ゆ く とい う逆 の 例 は、 全 く認 め られ な い。・

【341】上 記 の 如 く、 〈漸 減 〉傾 向 の 見 られ る場 面 は 多 くな い。 しか し、 この 傾 向 の 見 られ な

い場 面 での 回答 状 況 を み て も、 関 連性 の強 さ を物 語 る 徴 候 は どの 現象 に も認 め られ る.妬)

即 ち、 現 象 に よ って若 干 の差 異 は 見 られ るが、 全 体 的 に 「良 く使 う 」で は 回答 率 が 低 く、

「使 わな い 」又 は 「た ま に 使 う 」で 回 答率 が 高 くな っ て い る。 中で も、(の レル 型 には、 他

の2現 象 に比 べ て、 例 外 的 な場 面が 少 な い。

以 上 の如 く、(A)レ ル 型 に は規 範 意 識 の現 わ れ方 と 「現 在 の使 用 状 況 」 とい う属 性 と に強

い関 連 性が 存す る と言 え るが 、 これ は、 《使 用 頻 度 が 高 くな る にっ れ て、 そ の使 用 に対 す

る規 範意 識 が緩 くな って ゆ く》 と い う傾 向が 明確 であ る とい う こ と にな る。

【351「 使 用 状況 の変 化 」 も 「現 在 の 使 用 状況 」 と同性 格 の属 性 で あ る ため、 規範 意 識 の 現

わ れ方 とは 強 い 関連 性 を 有 す る もの と考 え られ る。 事 実、 有 意 差 はか な り認 め られ た。

た だ、 この設 問 に は、 選 択肢 に漢 然 と し た 「以 前Jと い う用 語 を含 む な ど、 問題 が 多 い。

こ の ため、 「現 在の 使 用 状 況 」 の如 く、 使 用頻 度 順 に カテ ゴ リー を並 べ て、 該 当 の 回答 率

を検 討 す る とい う方 法 は、 あ ま り重 視 で きな い.*7)

そ こ で、 場面 ご と に回 答 状 況 を みて ゆ くと、 現 象 に よ って 若 干 の差 異 は見 られ るが、 全

体 と して 次 の如 き傾 向 が 認 め られ る.*8)

即 ち 、 常 に 「以前 も現 在 も使 って い る 」で 回 答 率が 低 く、 そ の他 の カ テゴ リー との差 が

大 きい。 その 他 の 中 で は、 特 に 「以前 だ け使 って い た 」や 「以 前 も現 在 も使 って い な いJ

な ど、 〈現 在、 使 っ て い な い 〉 とい う 内容 の カ テ ゴ リーで 回 答 率が 高 い。

結 局、 現 在 に至 る まで の 使用 上 の経 緯の 違 い よ り、 現 在 使 って い る か否 か とい うこ との
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方が、 規 範意 識 の 現 わ れ方 に大 きな影 響 を及 ぼ して い る よ うで あ る。

こ の ため、 有 意 差 の現 わ れ方 で は あ ま り差 が な か っ たが、 「使 用状 況 の 変 化 」が 「現 在

の 使用 状 況 」と同 程 度 の 関 連性 を有 して い る と は言 え な い。 しか し、 上 記 の 如 く、 徹 底 し

て 使 い続 けて きた方 が、 そ うで な い 方 よ り、 そ の 使用 に対 す る規 範意 識 が 緩 い とい う事 実

か ら す る と、 その 基 底 に は、 「現 在 の 使 用状 況 」で 見 られ た、 《あ る現 象 の 使 用 頻度 が 高

くな るに っ れ て、 その使 用 に対 す る規 範意 識 は緩 くな っ て ゆ く 》 に類 す る傾 向 が 存 在 す る

よ うに思 わ れ る。

〔351】(A)レ ル 型 だ けに 見 られ る 「現 在 だ け使 っ て いる 」の 回答 率 は、 全 体的 に 「以 前 も現

在 も使 っ て い る 」の 回答 率 よ り高 く、 「以 前 の 方 が 良 く使 って い た」 の 回答 率 に近 い。

あ る現象 を新 た に使 い始 め る と い う こ とで、 「現 在 だ け使 っ て いる 」に は 「以 前 も 現在

も 使 って い る」並 み か そ れ 以 下の 回 答 率 一一規 範 意 識 の緩 さ 一 一 を予 想 して い た。 しか し、

(A)レ ル 型 を使 い始 め た理 由が、 〈周 囲 で使 っ て い る人が 多 い ため、 それ に 引か れ て… 〉で

あ っ たこ とを考 え る と(山 県1988b31章[422]項 参 照)、 自 ら使 いな が らも、 その 使 用 に

対 し て批 判 的 に な って い る の も首 肯 で き る。

ちな み に、(A)レ ル 型 で は、 他 の2現 象 に比 べ て、 「以 前 の方 が 良 く使 って い た 」の 回 答

率 の 方が 「以前 も現 在 も使 って いな い 」 「以前 だ け使 って い た 」の 回答 率 よ り低 い。 この

た め、 徹 底 した 〈 「以 前 も現 在 も使 っ てい る 」 対 その 他 〉の 如 き対 立 は 見 られ ず、 「以

前 の方 が 良 く使 っ てい た 」 「現 在 だ け使 って い る 」が 中間 グ ル ープ を形 成 して い る。

そ の意 味 で、(A)レ ル 型 には、 注(7)で 述 べ た よ うな、 規 範意 識 の現 われ 方 と累積 的 な使

用頻 度 と に幾 らか関 連 性 が 認 め られ る と言 え る。

[36】 「教 師 か らの 指導 の 経 験 」 には、 有 意 差が 殆 ど見 られ な い が、 一 定 の 傾 向性 は認 め ら

れ る。

そ れ は、(A)レ ル 型 に顕 著 で、 すべ ての 場 面 で 「あ る 」の 方が 「な い 」よ り回 答率 が 高 い

(内 、10Z以 上 の差 は、7場 面).(C)ベ ー も同 様 で、1塙 面(問9;①)を 除 くすべ ての

場 面 で 「あ る 」の 方の 回 答 率 が 高 い(内 、10Z以 上 の差 は、6場 面)。 しか し、(B)力 変 で

は、 「あ る 」の 方 の 回答 率 が 高 い の は、6場 面 に過 ぎ な い(内 、10Z以 上 の 差 は、1場 面)。

(B)力 変 は問 題 で あ るが、 「あ る 」 と 「な い 」 との 限 りで は、 全体 と して教 師 か ら何 等 か

の 指 導 を受 け た方が、 そ うで な い方 よ り、 そ の 使 用 に対 す る規 範 意識 が 厳 しい と言 え る。

尚、 「わか らな い 」の 位 置 は、 や や 不明 確 で あ るが、(A)レ ル 型 で は、 「あ る 」 に近 く、

(B)力 変 ・(C)ベ ー で は 「な い 」に近 い よ うで あ る。

[4】多 変 量解 析 の うち、 判 別 分 析 の 質 的 デ ー タへ の 拡 張で あ る 「林 の 数 量 化理 論H類 」(以

下、 林II類 と略 記)を 用 い て、 規 範意 識 の現 われ 方 と諸属 性 との 関 連 性 な ど を検 討 す る。

こ こで も、 厳 しい 不 使用 の評 価 の 回 答 を対 象 とす る が、 これ 以 外 の 回答 の扱 い方 が やや

異 な るた め、 注 意 が必 要 で あ る(5章 参照)。

尚、 次 の① ② の 如 く、 対 象 と す る場 面 ・属 性 は、 調 査 した もの す べ て で は な い。 ま た、

使用 したパ ソコ ン用 ソフ トの関 係で、 相 関比 が 算 出で きず、 判 別 効 果 が 示せ な い。 この た

め、 林 Ⅱ類 によ る分 析 は、 あ くまで も前 項 まで の分 析 を補 うも ので あ る。

① 説 明 変量 と し て、 「印象 」を除 く、6つ の属 性 を扱 っ た。

② 分 析 結果 を示 し た場 面 は、 問8・ 問9そ れ ぞ れ2つ ず つの 全4場 面 と した.*9)

r印 象Jを 除 外 し たの は、 そ こ には 全 回答 者 数 の少 な い カ テ ゴ リー が 多 く、 これ らの 回
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答 に よっ て有 意 な 差が 現 れ に く くな る の を防 ぐ ため で あ る。

対 象 を4場 面 と したの は、 紙 面 の関 係 も あ るが、 こ れ らで は3現 象 とも に厳 しい 不 使用

の 評 価の 回答 が こ れ以 外 の 回答 と数的 に拮 抗 して いる。 従 っ て、 各属 性の レン ジが平 均 し

て高 く、 最 も高 い水 準 で 比 較 が 行 え る ため で あ る。

【41;規 範 意 識 の 現 わ れ方 に対 す る各属 性 の 影 響 の 及 ぼ し方 は、 どの現 象 で も 「現 在 の 使用

状況 」 「使 用 状 況 の変 化 」な ど、 使用 にか か わ る 属性 で 大 きい(別 表 一皿 ・表 一(1)参 照)。

即 ち、3現 象 い ず れで も 両属 性 の レン ジ は常 に高 く、 順 位 も高 い も のが 多 い。 また、 カ

テ ゴ リー スコ ア の最 大の もの も、 この2っ に集 中 す る。

尚、(A)レ ル 型 で は、 両 属 性 の 差 は微 妙 で あ るが、(B)力 変 ・(C)ベ ー一で は、 「現 在 の 使用

状況 」の レンジ ・順 位 の 高 さが 顕 著 で あ る。

表 。(1)4場 面 の 平 均 レンジ

【411]使 用 にか か わ る属 性以 外 にな る と、 レ ンジが 低 く、 差 異が 不 明 瞭 にな る。

た だ、 そ の 中 で も、 「出 身地Jの レンジ は、3現 象 と も少 し高 く、 「東 部 」や 「北 部 」

d.)カ テ ゴ リー ス コ アが 高 くな っ て い る(【33】 項 参 照)。

尚、(c)べ 一 で は、 「性 」に 多 くの 有意 差 が 見 られ た(【22■31】 項 参 照)。 しか し、 その

レン ジは特 別 高 くな い。 こ れ は、 扱 っ た4場 面 で た ま た ま(C)べ 一 の 男 女 差 が小 さ か っ たな

ど、 別 の事 情が 考 え られ る.*9)

[42]規 範 意 識 の 現 わ れ 方 と諸属 性 との 関 連性 の あ り方 が 現象 で どの よ う に異 な る か に つい

ては、 既 述 の如 く、 相 関比 が 明 らか で な い ため、 客 観 的 に示 せ な い。

一 応
、 レ ンジ の 合 計 の平 均 値 で 比 較 す る と、(A)レ ル 型 で 最 も高 く、 これ に(B)力 変 ・(C)

べ 一 の順 で続 くが、 両 者 の 差 は小 さい(表 一(1)参 照)。

ま た、 「'現在 の 使 用 状 況 」 「使 用 状 況 の変 化 」な ど、 影 響 力 の大 き い属 性 で比 較 して も、

(A)レ ル 型 の レ ンジ の高 さ は顕 著 で あ る。

従 って、 こ こで 扱 った6っ の 属 性 の 限 りで は、(A)レ ル 型 で最 も強 い関 連 性が 存 す る とい

うこ とにな る。

[43】林 Ⅱ類 に よ る分 析 は 全 場面 ・全属 性 を対 象 と した もの で は な いが、 有意 差 の現 わ れ方

や 回 答状 況 の検 討 の結 果 と大 き く異 な るこ とはな か っ た。

中 で も、 顕 著 な 点、 即 ち、 使 用 にか か わ る属 性 や(A)レ ル 型で 一 致 して 関 連性 が 強 い と言

え る こと は、 注 目 に値 す る。

【5】規 範意 識 の 現 わ れ 方 とイ メー ジ との関 連 性 は、 有 意差 の 現 われ 方 で み る と、 か な り弱 い

もの で あ っ た(【221項 参 照)。

勿 論、 問7は 設 問 の形 式や デ ー タ の 整理 法 な どか ら他 と異 な っ てお り、 単 純 な比 較 は 危

険 で あ る。 しか し、 各 現 象 に対 す るイ メ ー ジが 規 範 意 識 の現 わ れ方 と強 い 関 連性 を持 って

いる と言 え ない こ とは、 あ る程 度、 予 測 で きて い た。
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即 ち、 方 言使 用 に 対 す る基 本 的 な規 範意 識 一 一 《改 ま った場 面 で は、 い い 言葉 を使 わね

ば な らな い 》な ど 一 一にお け る 「い い 言葉 」 とい う捉 え方 は、 それ に対 す る 知性 的 な 言語

意 識 が暖 昧 な と きに限 っ て、 そ れが 持 っ"善 し悪 しの 感 じ"に 強 く規 定 さ れ る。 しか し、

本 稿 で扱 っ た現 象 の場 合、 「共通 語 で はな いJr方 言 で あ る 」等 々の 認 識 は 明確 で あ るた

め、 たと え 「都 会 的 」 「お お らか 」等 々で"い い 感 じ"が 強 くて も、 それ は す で に大 きな

影 響 力 を持 ち得 な くな っ て い る と考 え られ る(山 県1988a4章 参 照)。

しか し、 これ は、 あ く まで も他 の属 性 と比 較 し た程 度 問 題 で、 イ メー ジ そ れ だ け を見 れ

ば、 そ こ に規 範 意 識の 現 わ れ 方 と何 等 か の 関連 性 が認 め られ る。

ま た、 今 後 の 「地方 共 通 語 」に 関す る研 究 の た め に も、 本稿 の よ うな 形 にせ よ、 イ メー

ジ とい うもの を 規 籠意 識 にか か わ らせ て考 え る こ とは、 重 要 で あ る。

[51】規 範 意 識 の 現 わ れ方 と イメ ー ジ とが 関 連性 を 有す る と言 え る の は、 先 ず、 単 純 な 組 合
1

せ で、 次 の4っ の 傾向 が 存 す る場 合 で あ る。

① プ ラ ス評 価;評 価値 が 高 くな る ほ ど、 該 当 の 回答 率 がA.低 くerB.高 くな っ てゆ く。

② マ イナ ス 評価;評 価 値 が 高 くな るほ ど、 該 当の 回答 率 が .A.低 くorB.高 くな っ てゆ く。

そ して、 一般 的 に、 同 じ方 言現 象 で も"い い 感 じ"に 捉 え られ るほ ど、 規 範意 識 が 緩 く、

"悪 い感 じ"に 捉 え られ る ほど
、 規 範 意 識 が厳 し くな る と考 え られ る ため、 妥 当な 関 連 性

とは、 プ ラス評 価の 場 合、 「① 一A.回 答率 の 漸減 」の 傾向、 マイ ナス 評 価 の場 合、 「② 一B..

回 答 率の 漸 増Jの 傾 向 と い うこ とにな る。

そ こで、 この 傾向 ① 一A・② 一Bの見 られ る 場 面が、 各 現象 に どの 程 度 存 す る か と い う点 を 中

心 に、 規 範 意識 の 現 わ れ 方 とイ メー ジ との関 連 性 を検 討 す る。

こ の場 合、 各 現象 と も、 で きる だ け多 くの場 面 に傾 向 ①一A・② 一Bだ け、 また は、 傾 向① 一

B・② 一Aだ けが 見 られ る こ とが、 規 範 意 識 の現 わ れ方 とイ メ ー ジ との 関 連 性が 強 い とい うこ

とにな る。

尚、 各 場 面 に っ いて、12評 価 語 ご と に検討 す るの が 理想 的で あ る。 しか し、 紙 面 等 の 関

係 で、12評 価語 を知 的+・ 一、 情 的+・ 一の4グ ル ー プ に ま と め るな ど、 元 デ ー タを 大幅

に加 工 し た もの で検 討 を 行 う(別 表 一II参 照)。

[52]ブ ラ ス 評価 の場 合、(C)ベ ー の 知 的評 価 の値 が 低 く、 【4～61の カ テ ゴ リー に用 例 が 存 し

な い こ と には、 注 意 が必 要 で あ る。

全 体 的 には、 次 の 如 く、 「① 一A.回 答率 の 漸減 」 「①一B.回 答 率 の 漸 増 」い ず れ も見 られ

るが、 理 想 的な 傾向 ① 璃 の 方が 多 い。

1.プ ラ ス 評 価

(A)レ ル 型

知 的 評 価:A〈 漸 減 〉=8場 面(問8;*④ ・*⑤ ・*⑦、 問9;① ・② ・*③・④ ・⑥)

情 的 評 価:A〈 漸 減 〉=7場 面(問8;① ・② ・*⑥ ・*⑦、 問9;*① ・*②・*⑤)

(B)力 変

知 的 評 価:A〈 漸 減 〉=3場 面(問8;*③ ・④ ・*⑤)

情 的 評 価:A〈 漸 減 〉=3場 面(問8;① ・③、 問9;⑦)

情 的 評 価:B〈 漸 増 〉=3場 面(問8;⑤ ・⑦、 問9;②)

(C)べ 一

知 的 評 価:A〈 漸 減 〉=9場 面(問8;① ・*③ ・*⑥・⑦ 、 問9;① ・零③ ・④ ・*⑤ ・寧⑥)

一102一



知 的 評 価:B〈 漸 増 〉=5場 面(問8;② ・④ ・⑤、 問9;② ・⑦)

情 的 評 価:A〈 漸 減 〉=6場 面(問8;*④ ・⑤ ・*⑥・*⑦、 問9;④ ・*⑤)

情 的 評 価:B〈 漸 増 〉=2場 面(問8;*① ・*②)

※ 知 的 評 価 ・情 的 評 価 に分 け て、 傾 向 ① 一A・① 一Bの見 られ る場 面 数 を示 した。

※()内 に は、 該 当 す る 場面 を示 し たが、 注(5)の 如 く、*印 は、 各 カ テ ゴ リーの 中 で

最 高 値 を示 す もの の 値 と最 低 値 を示 す もの の 値 との 差が 、10%以 上 の 場 面 を意 味 す る。

[521】(A)レ ル 型 に は、 傾 向 ①一Aが 知 的 評 価 ・情 的 評価 と もに全 体 の半 数 の 場 面 で認 め られ、

か っ、 傾 向 ①一Bが 存 しな いな ど、 徹 底 した状態 が 見 られ る。 また、 これ らの 傾 向 の 見 られ

な い場 面 で も、 【0・1】の カ テ ゴ リー で 回答 率 の最 も高 くな る もの が 少 な くな い。

(B)力 変 は、 傾向 ① 一A・① 一Bと も に多 くな いが、 情的 評 価 には 両者 が 同 数 で 共 存 す る な ど、

問題 が 大 き い。

そ の 回答 状 況 を み る と、 特 に、 知 的 評 価 の 場 合、 中間 の[2・31の カ テ ゴ リー で 回 答率 の最

も低 い場 面 が 多 い。 ま た、 情 的 評価 の 場 合、 傾 向 ①一A・① 一Bも含 め、 最 高 値 と最 低 値 との 差

が10Z以 内 とい う場 面 が 殆 どを 占め る な ど、 全 体 的 に 回答 率 の 差が 小 さ い。

(C)べ 一 は、 知 的 評 価 の カ テ ゴ リー数 に問 題 が あ る ため、 他 の2現 象 との 比 較 は 行 えな い。

しか し、 〔0・1]と 【2・3】の カ テゴ リー だ けで は あ るが、 傾 向 ① 一Aの 方が 多 い こ と、 傾 向① 一B

で も、 殆 どで 最 高値 と最 低 値 との差 が5Z以 内 で あ る こ とな どは、 重 視 して よか ろ う。

(C)べ 一 の 位 置 に っ い ては、 一応、 情 的 評 価 の 状態 か ら、(A)レ ル 型 と(B)力 変 との 中間 で、

や や(A)レ ル 型 寄 りか と考 え られ る。

【5221規 範 意 識 の現 わ れ方 とブ ラ ス イ メー-bジとの 関連 性は、 現 象 に よ る違 いが 大 き く、(A)

レ ル 型 で 最 も強 く、(B)ガ 変 で 最 も弱 い と言 える。

(A)レ ル 型 に は、 プ ラ ス評 価 と して理 想 的 な 傾 向① 一Aだ けが 半 数 以上 の場 面 に 認 め ら れ る

な ど、 徹 底 した 状態 が 見 られ る。 従 っ て、 上 記 の 如 く、(A)レ ル 型 で は関 連 性 が強 い、 即 ち、

《"い い感 じ"に 捉 え られ るほ ど、 そ の使 用 に対 す る規 範 意 識 が 緩 くな る》 とい う傾 向が

極 め て強 い と言 え る。

こ れ と対 照 的 な のが、(B)力 変 で あ り、 傾 向 ① 一Aは 少な く、 逆 の 傾 向① 一Bと 混 在 して い る。

ま た、 回答 状 況 をみ て も、 一貫 性 や起 伏 に欠 けて お り、 規 範 意 識 の現 わ れ方 との 関 連 性 は

殆 ど惑 じ られな い。

(C)ベ ー は、 一応、 レル型 に準 ず る 程度 の 関連 性 を 有す る と言 える。

た だ、'知 的評 価 の場 合、(C)ベ ー が ブ ラ ス に イメ ー ジ され に くい な ど、 関 連 性 以 前 の 問題

も存 す。

[53]マ イ ナ ス評 価 で の 傾 向② 一A・② 一・Bの現 わ れ方 は、 次 の如 くで あ るが、 プ ラ ス評 価の 場 合

に比 べ て、 こ こで 理想 的 な傾 向 で あ る 「② 一B.回 答率 の漸 増jが や や 少 な い。

II.マ イ ナ ス評 価

(A)レ ル 型

知 的 評 価;A〈 漸 減 〉=3場 面(問8;① ・*⑥、 問9;①)

知 的評 価:B〈 漸 増 〉=4場 面(問8;*③ ・*④、 問9;② ・*⑦)

情 的 評 価:A〈 漸 減 〉=4場 面(問8;① ・⑦、 問9;① ・②)

情 的評 価:B〈 漸 増 〉=4場 面(問8;零 ② ・*⑤、 問9;③ ・"⑤)
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(B)力 変

知 的 評 価:A〈 漸 減 〉=1場 面(問8;①)

知 的 評 価:B〈 漸 増 〉=6場 面(問8;*③ ・*④ ・*⑤ ・*⑥ ・*⑦ 、 問9;*⑤)

情 的 評 魎:A〈 漸 減 〉=2場 面 く問8;⑥ 、 問9;*⑦)

情 的 評 価:B〈 漸 増 〉=4場 面(問8;② ・*③ ・*⑦ 、 問9;①)

(C)べ 一

知 的 評 価:A〈 漸 減 〉=2場 面(問8;③.④)

知 的 評 価:B〈 漸 増 〉=1場 面(問9;③)

情 的 評 価:B〈 漸 増 〉=4場 面(問8;*① ・*② ・#③ ・*⑤)

1531】(A)レ ル 型 で は 、 数 的 に 傾 向 ② 一Aと 傾 向 ② 一Bと が 拮 抗 す る 。

勿 論、 逆 の傾 向 ②。Aの 見 られ る場 面 の最 高 値 と最低 値 との差 は 小 さ く、 傾 向 ②一Bの 見 ら

れ な い場 面 で も、 【4～6】の カ テゴ リー で 回答 率 の 最 も高 くな る ものが 少な くな い な ど、 傾

向 ② 一Bの少 な さを 補 う現 象 は認 め られ る。 しか し、 プ ラ ス評 価 の場 合 との 違 いは歴 然 とし

て い る。

(B)力 変 には、 傾 向② 一Aも 見 られ るが、 それ 以 上 に傾 向 ② 一Bが 多 く、 プ ラ ス評 価 の場 合 と

対 照 的 で あ る。 ただ、 傾 向 ② 一Bは、 問8に 偏 り、 問9に は 中間 の 【2・3】の カ テ ゴ リー に ピー一

クの あ る場 面が 多 い な ど、 や や 気 に な る現 象 も見 られ る。

(C)ベ ー には、 傾 向② 一A・② 一Bが少 な いな ど、 全 体的 な 傾 向が 捉 え に くい。

例 えば、 知 的 評 価の 場 合、 場 面 ご と に 回答率 の 最 も高 いカ テ ゴ ワー、 最 も 低 い カ テ ゴ リ

ー が 異な り、 一 貫 性が 見 られ な い。 ま た、 情 的 評 価で も、 中 間 の 【2・3】の カ テ ゴ リー に回 答

率 の 最 も高 い場 面が 集 中す る。 た だ、 情 的 評 価 の[0・1】 の カ テ ゴ リー に は、 回答 率 の最 も低

い場 面が 多 く、 そ こ に有 意 差が 集 中す るな ど、 傾 向② 一Bの 背景 を成 す 一 面 も 見 られ る。

f532】 規 範 意 識 の現 わ れ方 とマ イ ナ ス イメ ー ジ との関 連 性 は、 プ ラ ス イ メー ジの場 合 に比 べ

て、 全体 的 に不 明確 で あ っ たが、(B)力 変 で 最 も強 く、(A)レ ル 型 で最 も弱 い と言 え る。

この よ う に(B)力 変 で最 も関 連性 が 強 いが、 理 想的 な傾 向 ②一Bの 他、 逆 の 傾 向② 一・Aも若 干

見 られ る こ とか ら、 そ の強 さは、 プ ラ ス評 価 の(A)レ ル 型 ほ どで は な い。

しか し、 一応、(B)力 変 には、 《"悪 い 感 じ"に 捉 え られ るほ ど、 そ の使 用 に 対 す る規 籠

意 識 が厳 し くな る》 とい う傾 向 が強 い と言 え る。

これ と対 照 的 な のが、(A)レ ル 型 で、 傾 向 ② ・-Aと傾 向② 一Bとが 殆 ど 同数 で 混 在 して い る.

こ れ は、 場 面 ご とに規 範 意 識 の 現 わ れ方 と イメ ー ジ と の関 連 性 の あ り方が 異 な り、 一貫 性

が 認 め られ ない こ とを意 味 す る。

(C)べ 一 で は、 傾 向② 一A・② 一B自体 が 少 な く、 この段 階 で 関 連 性 の弱 さ は否 定 で きな い。

しか し、 傾 向② 一Bの方 の 多 さか ら、(A)レ ル 型 よ りや や 関 連 性 は強 い と言 え る。

4.ま と め

【11属 性 に は、 回答 者 自身 に関 す るも のか ら、 問 題 とす る現 象へ の か か わ り方 に 関 す る もの

まで 様 々考 え られ る。 特 に、 前 者 には、 人間 の 顔 が一 人ひ と り異 な る よ う に、 数 多 く存 在

す る よう に思 わ れ る。

本 稿 で 扱 え た もの は、 い ずれ の 場 合 も、 その ご く一部 に過 ぎず、 こ れ だ けで 規 範意 識 の
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現 われ 方 と諸属 性 との 関 連 性云 々 と称 す るの は、 些 か お こが ま しい。

こ の点 につ い て は、 す で に2章 で述 べ た通 りで あ るが、 規 範意 識 に関 す る研 究 の第 一 歩 と

して、 前 稿(山 県1988b)と も ども、 本 稿 も、 今 後の 調 査 ・研 究 の礎 には な り得 た と考 え

る。 そ こで、 こ れ らで述 べ て き たこ とが、 今 後 何 等か の形 で 生 か され た と き、 本稿 な どの

目的 は十 分 遂 げ られ た と言 うこ とが で きる。

最 後 に、 方 言 使 用 に対 す る規 範意 識 の現 わ れ 方 と諸 属 性 との 関 連性 につ いて、 属性 差 ・

現 象 差の2点 か ら ま とめ る。

[2】本 稿 で扱 っ た諸 属 性 の 中で、 規範 意識 の現 われ 方 に対 し て最 も影 響 を及 ぼ して いた の は、

3現 象 いず れ で も 「現 在 の使 用 状 況 」で あ り、 これ に 「使 用 状 況 の変 化 」が 続 い て い た。

有 意差 の 現 わ れ 方や 林II類 の 分 析 で は、 両 者 に 甲乙 付 け難 い 現 象 も あ っ た。 しか し、 最

終 的 には、 各 々 の 回答 状 況 の検 討 か ら上 記 の如 く考 えた。

尚、 これ らの 属 性 にお け る関 連 性 の 基本 的な あ り方 は、 《各 現 象 の 使用 頻 度 が 高 くな る

につ れ て、 その 使 用 に対 す る規 範 意 識 は 緩 くな る 》 とい うもの で、 上 記 の如 く 「現 在 の 使

用 状 況Jに 顕 著 で あ る。

この よ うに規 範 意 識 の 現 われ 方 と使 用 にかか わ る属 性 とが 最 も強 い 関 連性 を有 して いる

こ と は、 あ る現 象 を使用 す るか否 か と い うこ とが、 現 象 と回答 者 との 様 々 な か か わ り方 の

中で、 最 も密接 な関 係 で あ るこ とを考 え る と、 当然 の 結 果 と言 え る。

【211使 用 に かか わ る属性 以 外 にな る と、 そ れ らの関 連 性 の違 い は不 明 瞭 に な る。

特 に、 基 本的 属 性 は、 全 体 的 に低 調 で あ るが、(C)ベ ー に お け る 「性 」で の 関連 性は、 比

較 的 強 い も ので あ った。

中 で も、 使用 者 が 同 性.・ 同年 齢 の人 物 の 場合、 回答 者 の 性 の違 いが、 規 範 意 識 の現 われ

方 に 大 きな 影響 を及 ぼ して いた。 この 場 合、 《女 性の 方 が 男性 よ りそ の使 用 に対 す る規 籠

意 識 が 厳 しい 》 とい う傾 向 が顕 著 で あ っ た。 また、 これ は、(C)ベ ー ほ どで は な い が、(A)

レル 型 に も 認め られ た。

そ の他、 「学 年 」 「出 身 地 」 「教師 か らの 指 導 の経 験 」 に も、 それ ぞれ 何 等 か の 関 連性

が 見 られ たが、 規範 意 識 の 現 わ れ 方 に 大 きな 影 響 を及 ぼ して い るも の で はな か っ た。

[22】規 範 意 識 の 現 われ 方 と イメ ー ジ との関 連 性 にっ い て は、 デ ー タ を 複数 の 整 理 法 で まと

め て 分析 す るな ど、 い ろ ん な角 度 か ら検討 を行 うべ きで あ っ た。

一 応、 元 デ ー タ に加 工 を 施 し、 関連 性 を考 えや す いプ ラ ス評 価 ・マ イ ナ ス評 価 とい う2

っ の軸 で 検 討 した と こ ろ、 次 の如 くで あ る。

即 ち、(A)レ ル 型 は、 ブ ラ ス評 価 で、(B)力 変 は、 マ イ ナ ス評 価 で、 そ れ ぞ れ強 い関 連性

を 示 し、(C)べ 一 は、 プ ラ ス評 価 で や や強 い 関連 性 を 示 す。

そ の関 連 性 の あ り方 と して、 プ ラ ス 評価 に は、 《"い い感 じ"に 捉 え られ る ほ ど、 その

使 用 に対 す る規 範 意 識が 緩 くな る 》 と い う傾 向、 マイ ナ ス評 価 に は、 《"悪 い 感 じ"に 捉

え られ る ほ ど、 その 使 用 に対 す る規 範 意 識が 厳 し くな る》 とい う傾 向 が、 そ れ ぞ れ認 め ら

れ た。

た だ、 上 記 の如 く、 ど の 現象 も、 ど ち らか の 傾 向が 著 しい だ けで、 両 方 が 見 られ る こ と

は な い。 この 点 につ いて は、 評 価語 ご と に回 答 状 況 をみ て ゆ くな ど、 きめ 細 か な検 討 が 必

要 で あ る。

【231各 属 性 を同 レベ ルで 扱 い、 規範 意 識 の 現 わ れ 方 と の関 連 性 を検 討 したが、 属性 ど う し
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の 関 連性 に も注 意 が必 要 で ある。

例 えば、(C)ベ ー の 場 合、 その 使用 にっ い ては、 ほぼ 《男 性 は使 用、 女性 は不 使 用 》 とい

う徹 底 した差 異 が 見 られ た(山 県1988b31章 【21】項 参照)。 この ため、 「女 性 」の 回 答 と

「使 わ な い 」の 回 答 と は、 殆 ど重 な っ て しまい、 いつ も 「性 」 の背 後 に 「現 在 の使 用 状況 」

の 存 在 を意 識 せ ざ る を得 な か っ た。

その他、 「現 在 の 使用 状 況 」は、 規 範 意 識 の 現 われ 方 との 関連 性 が 強 い だ けに、 例 えば、

「使 用状 況 の変 化 」 とは 当然 と して、 その 他、 「出身 地 」や 「印象 」 との 関 連 な ど、 気 に

な る もの は 少な くな い.*10)

た だ 、 本 稿 で は、 上 記 の 諸 点 に まで 配 慮 して検 討す る余 裕が なか っ た ため、 この よ うな

形 で 指摘 す る に とど め る。

⑨ 現 象 ご と に規籠 意 識 の現 わ れ 方 と 諸属 性 との 関連 性 を み たが、 総 合的 に は、(A)レ ル 型

と(B)力 変 ・(C)べ 一 と の差 が 大 き く、 あ り方 は、(A)レ ル 型 で最 も強 く、 次 に(C)べ 一、 僅 か

な 差 で(B)力 変 が続 く とい う もの で あ る。

【311現 象 差 が 最 も顕著 に現 れ て い るの は、 「現 在 の使 用 状 況 」.r使 用 状 況 の 変化 」で、 特

に、(A)レ ル 型 で の 関連 性 の 強 さは圧 倒的 で あ る。 有 意 差 の 現 わ れ方 や 林II類 の分 析 で は、

勿 論 の こ と、 回 答 状況 の 検 討 で も 明確 で あ った.

た だ、(B)力 変 と(C)ベ ー とは、 有 意 差 の 現 わ れ 方 を除 く と、 林II類 の 分 析 や 回答 状 況 の

検 討 で は、 逆 に、(B)力 変 の 方 が(C)ベ ー よ り幾 らか強 い関 連 性 を有 して いた。

【32】その他 の属 性 に な る と、 「印象Jを 除 けば、(A)レ ル 型 は そ れ ほ ど際 立 たな くな る。

勿 論、 属 性 ご との関 連 性 も弱 くな るが、 「性 」 に代 表 され る如 く、 全 体 的 に(C)ベ ー で の

関 連 性が 強 い。 一 方、(B)力 変 で は、 有 意 差 の 現 わ れ方 は 当然 と して、 その 回答 状 況 には、

問 題 が 多 い。

例 えば、 「性 」の場 合、(A)レ ル 型 ・(c)ベ ー で は、 一 貫 して女 性 の方 で 厳 しい不 使用 の 評

価 の 回答 が 多 か ったが、(B)力 変 で は 男女 差 が 明確 に認 め られ な か っ た。 ま た、 「教 師 か ら

の 指 導の 経 験 」で も、(A)レ ル 型.(C)ベ ー と(B)力 変 との 違 い は 明 かで あ った。

そ の他、 「学 年 」で、(B)力 変 だ け に逆 の 傾 向が 存 する な ど、 特 異 な 面 も見 ら れ た。

【33コそれ で は、 ど う して関 連 性 の あ り方 に上 記 の 如 き現 象 差 が 生 ず るの で あ ろ うか。

この 問題 につ いて は、 属 性 ご との 関連 性 の 違 い を考 え る と、 先 ず、 使 用 にか か わ る属 性

で の 関連 性 のあ り方が、、(A)レ ル 型 と(B)力 変 ・(C)ベ ー とで 異 な るこ と を検 討 して ゆ くべ き

で あ ろう。

しか し、 この よ うに問 題 を限 定 して も、 現 在、 それ を十 分 に 説 明 す る こ とは で きな い。

ただ、 本 稿 で 扱 っ た属 性 が 限 られ て い る こ とか ら、 それ ら以 上 に規 範 意 識 の 現 わ れ方 と

強 い 関連 性 を有 す る属 性 の 存 在 を考 え てみ る必 要 は あ る。

この場 合、 各 現 象 に対 す る知 性 的 な 言語 意 識 の 違 い 一 一例 え ば、"近 年、 若 年層 を 中心

に増 加 して きたr文 法 上 の 誤 りJ"や"伝 統 的 に 使 われ て きた 群馬 を 代表 す る 「方 言 」"

な ど 一一が、 問 題 にな っ て くるか も しれ な い。

尚、 言語 意 識 の 問題 に つ いて は、 前 稿 で も反 省 とし て述 べ たが(山 県1988b33章 【543】

項 参 照)、 初 期 の 段階 で は、 現 象 と回答 者 との1対1の 閉 じた 関 係 の 中で 考 える こ と も許

され る。 しか し、 最終 的 に は、 次 の高 橋 太 郎 氏 の ことば を 待 っ まで も な く、 現 象 も 回答 者

も社 会的 存 在 で あ る と い う認 識 か ら、 特 に知 性 的 な言 語 意 識 の 場 合、 個 々人 の 持 つ言 語 意
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識 を形 成 し て きた もの と し て、 社会 的 評 価 や そ の基 盤 に考慮 し て ゆ く必要 が あ る。*11)

「意 識 は、 個 人 個人 の 脳 髄 の活 動 を 生 理 的基 礎 とす るもの で あ って、 外界 の客 観 性 に対

して、 主 観 的 で あ る。 そ の 意味 で意 識 の 存 在形 態 は個 人 的で あ る とい え る。 しか し、 意識

は外 界 の 客 観的 現 実 を 反映 して い る もの で あ り、 個 人 個 人の 意 識 の 内 容 的基 礎 とな って い

る外 界 の 現 実 の共 通 性 に よ って、 各 人 の意 識 も社 会 的 な共 通 性 をそ な え て い る。 そ の 意味

で、 意 識 は、 ま た、 社会 的 であ る とい うこ とが で きる。J(高 橋1963p.272)

5.別 表 の 説 明

「レル 」型 の 可 能表 現 ・力変 の上 一殺 化 現 象 ・ 「べ 一 」表 現 の使 用 に対 す る規 範意 識 の

現 わ れ方 と諸 属 性 との関 連 性 を み る た め、3種 類 の別 表 を設 け たが、 その 詳 細 は 次 の如 く

で あ る。

別表 一1-A～C3現 象 の 各 場面 にお け る厳 しい不 使 用 の 評 魎 と問1・ ～ 問6の 諸 属 性 との

クロ ス 集計 の結 果 を ま とめ た もの。

◎ 各 セ ル の 数値 は、 属 性 ご との 各 場 面 に お け る厳 しい不 使 用 の 評 価 の 回 答、 即 ち、 次

のカ テ ゴ リーの 回 答 者 数及 び その 回 答率(全 回答 者数 に対 す る百 分 比)を 意 味 す る。

尚、 一部 のセ ル に 見 られ る 「一 」は、 該 当 のカ テ ゴ リー に 回答 が な い こ と を示 す。

問8;選 択 肢3の 「絶 対 に使 うべ きで はな い 」

問9;選 択 肢1～3の 「その 子 供 だ け に注 意 す る 」 「ク ラス 全 員 に注 意 す る 」 「そ

の 子 供 に も クラ ス全 員 に も注 意 す る 」の合 計

◎ 各 セ ルの 回答 にっ い て は、 次 の カ テ ゴ リー や無 回答(NR)を 除 いて、 母 集 団 比 率 の検

定 を行 い、 有 意差 の認 め られ た も の に は、 該 当の セル に**(p〈.01)や*(p〈.05)を

施 し た。

問3;選 択肢3の 「不 定 ・不 明 」

問4;選 択 肢5の 「そ の 他 」

問5;選 択肢6の 「その 他 」

別 表 一Ⅱ3現 象 の 各場 面 にお け る厳 しい不 使 用 の 評 価 と各 現 象 に対 す る イ メー ジ 評 価 との

クロる 集 計 の結 果 を ま とめ た もの。

◎ 各 セ ル の 数 値等 は、 す べ て別 表 一1に 同 じ。

◎ イ メ ージ 評 価の3カ テゴ リー は、 次 の如 く求め た。

12評 価 語 を3語 ず っ 知 的+・ 一、 情 的+・ 一の4グ ル ー プ に分 け、 その3語 の 回答 値

(「 当 ては ま らな いj=O点 ・ 「少 し あて は まる 」=1点 ・r良 くあ て は ま る 」富2点)の

合 計(0～6点)を 回 答 者数 のバ ラ ン スを考 え、 【0・1■2・3■4～6】 と3分 割 した。

◎ 各 セ ル の 回答 につ い ては、 無 回答(NR)を 除 い て、 母 集 団比 率 の 検 定 を 行 い、 有 意 差

の認 め られ た もの には、 該 当の セ ル に**(p〈.01)や 率(p〈.05)を 施 し た。

別 表 一Ⅲ 問8の 場 面 ④ ⑥ ・問9の 場 面⑥ ⑦ に お け る3現 象 の使 用 に対 す る 規範 意 識の 現 わ

れ方 と問1～ 問6の 各 属性 との 関 連 をr林 の 数量 化 理 論ll類 」 に よ って 分 析 した結 果

(カ テ ゴ リー スコ ア ・レン ジ順 位 な ど)を 示 した もの。
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◎ 《目的変 量 》は、 カ テ ゴ リー の統 合 を行 っ た りし た、 次 の2項 目で あ る。 これ ら以

外 の カ テ ゴ リー(「 そ の他(問8・ 問9)」 「わ か らな い(問9)」)は 、 変 量の 均 質

性 を高 め る ため 扱 わ な か っ た。

問8;「 使 って も か まわ な い ・ど ち らか と言 えば、 使 わ な い 方が 良 い 」対 「絶 対

に使 うべ きでは な い 」

問9;「 そ の子 供 だ け に注意 す る ・ク ラス全 員 に注 意 す る ・その 子 供 に も ク ラス

全 員 に も注 意 す る 」対 「注 意 ・説 明な どは 全 く しな い 」

◎ 《説 明変 量 》 は、 「印象 」を 除 く、6ア イ テ ム で、 用 例0や 「不 定 ・不 明(問3)」

「そ の 他(問4・ 問5)」 の カ テ ゴ リー は扱 わ な か っ た。
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享主

1)前 稿 で は、 規 範意 識 の定 義 ・構造 ・形 成、 評 価意 識 との 関 係、 一 般的 な 言 語意 識 の中

で の 位置 な ど につ い て、 言及 で きな か っ た。 本 稿 に 至 っ て も、 これ らにつ いて筆 者 な り

に捉 え る こ とが で きて い な い ため、 例 えば、 方 言行 動 にか か わ る基 本 的 な 規 範意 識 は、

前 稿 と同 じく、 《改 ま っ た場 面 で は、 い い言 葉(≒ 共 通 語)を 使 わ ねば な らな い 》 な ど

と考 え て お く。
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そ して、 こ の よ うな 規 範 意 識 に基 づ いて、 方 言行 動 に対 す る 評価 一 一あ る人物 が、 あ

る方 言 現象 を、 あ る場 面 で用 い る こ とが 適 当 か 否か 一 一が 行 わ れ る。 従 って、 第 一 に対

象 とな る のは、 特定 の使 用 者 ・方 言現 象 ・場 面 等 に即 して 現 れ る評 価意 識 とな る。

この た め、 規 範意 識 の 実態 は、 使 用 者 ・方 言 現象 ・場 面等 を違 え、 様 々 な 角 度か ら評

価 意識 を捉 え るこ とに よ って、 把握 で き る と考 えた。

2)「 言 語意 識Jの1つ の 捉 え方 と して、 そ れ を 「知 性 的 な 言 語意 識 」 と 「感 性 的 な 言語

意 識 」 と に分 けて考 え る(山 県1988a注(4)参 照)。

この 場 合、 本 稿 で扱 う 「印 象 」は、 感 性 的 な 言語 意 識 の 代 表 で あ る。 一 方、 知性 的な

言 語意 識 とは、 再考 の 必 要 が あ るが、 回答 者 の 言語 経 験 な ど に基 づ い て、 その 語 ・表 現

に対 して 「話 しこ とばj「 共 通 語 」 「俗 語 」等 々 の評 価 語 を 引 き当 て る こ と と考 え た。

知性 的な 言 語 意識 に関 す る設 問 は設 けな か っ たが、 これ は、 回答 者 が 大 学 生 とい うこ

とで、 対 象 と した方 言現 象 が 「共 通 語 で はな い 」 「方 言 で あ る 」な ど と明 確 に認 識 され

て いる と考 え たた め で あ る。

3)「 印 象3に 関 す る別 表 一IIは 、 別 表 一1の 如 く、 ア ンケー ト結 果 を そ の ま ま統 計 化 した

もので はな い(5章 参 照)。

従 っ て、 他 の 属性 と並 べて 比 較 で きる もの で はな いが、 そ の 位 置 を み る ため、*印 を付

し て該 当 の位 置 に示 した。

但 し、 デー タを別 の方 法 で 整 理 す る、 例 えば、12評 価語 そ れ ぞ れ を3っ の選 択 肢 を持

っ た1つ の設 問 と見倣 して総 合 す る と、 少 な くとも 有意 差 の 現 わ れ 方 は大 き く異 な って

く る。

4)但 し、 男女 差 の現 わ れ方 は、 問8と 問9と で は些 か 異な る。

即 ち、 間8に は、 有 意 差が 集 中 す る と とも に、5%以 内の 差 は1場 面 に しか見 られ な

い。 一 方、 問9に は、 有 意差 が 認 め られ ず、5%以 内 の差 は6場 面 に も見 られ る。

この 現 象 は、 規 範 意 識 の厳 しさが、 回答 者 の性 に よっ て異 な る と同 時 に、 使 用 者 の年

齢 によ っ て異 な る、 即 ち、(C)ベ ー が 「若 い 女性 の こ とば とし てふ さわ し くな い 」と捉 え

られ て い る ため と考 え られ る.

5)本 稿 で、 場 面 番 号 の 前 にr*① 」の 如 く 「宰」を付 し たも の は、 す べ て、 そ の属 性 の カ

テ ゴ リー の 中 で、 最 高 の 回答 率 を示 す カ テ ゴ リーの 値 と最低 の 回答 率 を示 す カ テ ゴ リー

の 値 との 差が、10Z以 上 あ る場 面 を意 味 す る。

6)〈 漸 減 〉傾 向 の 見 られ な い 場面 に つ い て、 回 答率 の 最 も 低 い カ テ ゴ リー、 回 答率 の最

も 高 い カ テゴ リー をみ て ゆ く と、 次 の如 くで あ る。

(A)レ ル 型;回 答 率 の最 も低 い 所 は、r時 々使 う」 に集 中 す るが、r良 く使 うJに も少 し

見 られ、 いず れ に も有意 差 が 認 め られ る。 回答 率 の 最 も高 い所 は、 「使 わ ない 」

に多 く、 有 意 差 も認 め られ る。

(B)力 変;回 答 率 の最 も低 い所 は、 「良 く使 う 」 「時 々使 うjに 多 いが、 有 意 差 は前 者

にの み 認 め られ る。 回 答率 の最 も高 い所 は、 「た ま に使 う 」に集 中す る。

(C)べ 一;回 答 率 の 最 も低 い所 は、r良 く使 う 」に集 中 し、 有 意 差 も認 め られ る。 回答

率の 最 も高 い 所 は、rた まに 使 う 」 に多 い が、 「時 々 使 う 」に も少 な くな い.
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7)問 題 は 多 いが、 一応、 「使 用 状況 の変 化 」に、 以 前 か ら現 在 まで の 累 積 的 な使 用 頻度

と い うも のを 考 え てみ た。 そ して、 その 低 い 順 に、 カテ ゴ リー を 「以 前 も 現在 も使 って

いな い 」 「以 前 だ け使 っ て い た」 「以 前 の 方が 良 く使 って い た 」 「以 前 も 現 在 も使 って

い る 」 と並べ た と き、 こ の煩 序 で該 当の 回答 率 が低 くor高 くな っ て ゆ く場 合、 何 等 かの

関 連性 が 存 す る と言 え る こ とに な る(但 し、(A)レ ル 型 だ けの 「現 在 だ け 使 っ て い るJの

回 答 は、 他 との 比較 の た め、 除 い て考 え る)。

しか し、 これ らの例 は稀 で、 回答 率 が 高 くな って ゆ く例 は 見 られ ず、 回 答 率が 低 くな

っ てゆ く例 も、 各現 象 に1場 面 ずっ 見 られ る に過 ぎな い((A)レ ル 型=問8;*⑥ 、(B)力

変=問8;*⑦ 、(C)ベ ー=問9;④ 。 但 し、(A)レ ル 型 の1例(問8;②)は 、 「以 前 も

現 在 も使 って い な い 」以 外 す べ てが、 回 答0で あ る ため、 除外 した)。

ただ、 「現 在 の使 用 状 況 」の よ う に、 〈漸 増 〉傾 向 が 全 く見 られ ず、 〈漸 減 〉傾 向 が

僅 か なが らも存 す る こ と は、 重視 して よか ろ う。

8)場 面 ご とに回 答率 の 最 も低 い カ テ ゴ リー、 回 答率 の最 も高 い カ テ ゴ リー をみ て ゆ くと、

どの現 象 で も後者 の カ テ ゴ リー に問 題 が 多 い。

(A)レ ル 型;回 答 率 の最 も低 い所 は、 「以 前 も現 在 も使 って い るJに 集 中 す るが、 「現 在

だ け使 って い る 」にも少 し 見 られ る。 有意 差 は前 者 に の み認 め られ る。 回答 率

の 最 も高 い所 は、 「以前 だ け使 って い た 」 に集 中 し、 有 意 差 も認 め られ るが、

この 全 回答 者 数 が 少 な い た めか、 有 意 差 は 「以 前 も 現在 も使 って い な い 」 の方

に多 く認 め られ る。

(B)力 変;回 答 率 の最 も低 い所 は、 「以 前 も現在 も使 っ てい る 」に集 中す る。 回答 率 の

最 も高 い所 は、 「以 前 だ け使 っ てい た 」に 多 いが、 「以 前 も現 在 も使 っ て いな

い 」 「以前 の 方 が 良 く使 っ て い た 」 に も少 し見 られ る。 有 意 差 は、 「以前 だ け

使 って い た 」 にの み 認め られ る。

(C)ベ ー;回 答 率 の最 も低 い所 は、 「以 前 も現在 も使 っ てい る 」に集 中す るが、 「以 前

だ け使 って い た 」に も少 し見 られ る.有 意 差 は前 者 にの み認 め られ る。 回答 率

の 最 も高 い所 は、 「以 前 も現 在 も使 って い な いJ「 以 前 の方 が 良 く使 って い た 」

r以 前 だ け使 っ て い た 」に 分散 し、 「以前 だ け使 って い た 」にの み 有 意 差 が認

め られ る。 従 っ て、 「以前 だ け使 っ て いた 」は、 場 面 ご とに 回答 率 が 大 き く異

な る。

9)取 り上 げ た4場 面(問8;④ ⑥、 問9;⑥ ⑦)に お け る有 意 差 の 現 われ 方 は、 次 の如

くで あ る(別 表 一1参 照)。

(A)レ ル 型(全10)

問5「 使 用 状 況 の 変 化 」 一一一一一5

問4「 現 在 の 使 用 状 況 」 一一・一・一一3

問3「 出 身 地 」1

問6「 指 導 の 経 験 」1

全14場 面の 平 均 的 な 現 われ 方 と比 較 す る と、

や や多 め、(B)力 変 ・(C)ベ ー で はか な り少 な め であ る。

型 の問8の 場面 ④ は、(A)レ ル 型 で 数 少 な い有 意 差 の全 く見 られ な い場面、 ま た、(C)べ

(B)力 変(全1)

間4「 現 在 の 使 用 状 況 」 一一・一一・一一1

(C)ベ ー(全3)

問3「 出 身 地 」2

問4「 現 在 の 使 用 状 況 」 一一一一一1

こ の4場 面 で の 現 わ れ 方 は 、(A)レ ル 型 で

ま た 、 個 別 的 に み る と 、(A)レ ル
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一 には 「性 」に有 意 差 が 多 か ったが、 これ らは有 意 差 の全 く見 られ な い場 面、 等 々。

従 っ て、 これ ら4場 面 は、 各 現象 の平 均 的 な 姿 を必 ず しも表 してお らず、 注 意 が 必要

で あ る。

10)「 出 身 地jと の 関連 で は、(A)レ ル 型 ・(C)べ 一 の 場 合、 「北 部 」 にお い て、 それ らの
'
使 用率 が 高 く(山 県1988b31章 【221項 参 照)、 同 時 に、 厳 しい不 使 用 の 評 価 の 回答 率 が

低 い(3章 【33】項 参 照).

ま た、 「印 象 」 との 関 連で は、 特 に、(A)レ ル 型 の場 合、 《使 用 頻度 が 高 くな るに っれ

て、 情 的 評価 の値 も高 くな る 》 とい う傾 向が 見 られ(山 県1988b32章 【3】項 参 照)、 同

時 に、 情 的ブ ラ ス評 価 にお い て、 そ の 値 が高 くな る につ れ て、 厳 しい 不 使 用 の評 価 の 回

答 率が 低 くな る と い う傾 向が 認 め られ る(3章 【52】項 参 照)。

いず れ も、 厳密 に調 査 した 結果 で はな い が、 些か 気 にな る 点で あ る。 た だ、 これ は 「

現 在の 使 用 状 況 」を主 体 に考 え た場 合 で、 逆 の 立場 で 考 え て み る必 要 もあ る。

11)新 し い概 念 を 持 ち 出 して、 混乱 を大 き くす るだ けで あ るが、 「社 会 的 評 価 」 とは、 さ

しあ た り、 そ の 地 域社 会 の構 成 員が 持 って い る最大 公 約 数 的 な 評価 意 識 を 考 え て い る。

ここ で 問題 とな る の は、 構 成 員 た ちが、 成 長 にっ れ て、 そ の 地域 の方 言 と と もに この

社 会 的評 価 を も身 に付 け て ゆ くとい う点で あ る。

、また、 社会 的評 価 の基 盤 と は、 そ の 現象 が 地 域 の 構成 員 た ちか ら どの く らい注 目を集

め てい るのか、 どの く らい話 題 に され て い る の か等 々、 その 現 象 に対 す る 関心 度 ・注 目

度 のよ うな も の で、 そ の 評価 内容 に も よるが、 その 地 域社 会 にお い て、 ど の くら い長 い

間、 か っ、 ど の くらい 幅 広 く用 い られ て い る の か、 その 使用 や共 通 語 との 違 いが どの く

らい明 確 に意 識 され て い るの か な ど に よ って 決 定 され る と考 え る.そ して、 この基 盤 が

確 かで あ るほ ど、 家 族 や 教 師 ・友 人 な どに よ っ て、 その 社 会 的 評価 が 構 成 員 たち に成 長

の 過程 で 徹底 さ れ てゆ くの で あ る。

(最 終 稿;1988年2月16日)

一 一 群 馬 大 学 教育 学 部 講 師 一一
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別 表 一Ⅲ 林II類 に よ る 分 析
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